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特集 土崎･新屋のまちづくり拠点施設

千秋公園胡月池のフジの花(５月 18日)
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公園の散策が心地良い季
節、みなさん足を止めて眺
めたり写真を撮ったりとフ
ジの花に夢中です。左の写
真のサギも花に見とれて降
り立ち？…ではなく、エサ
を探している様子でした。

表紙のはなし♪

３　市長コラム「命と命の絆」

４ 歴史･文化･芸術を活かしたまちづくり

10

６　市役所からのお知らせ
…児童手当現況届は６/30まで、
秋田市職員の採用試験、
御所野児童センターが開館、
功労を称

たた

えて｢住民活動賞｣

16　育児コーナー
…乳幼児健診日程、育児イベント
子育てサービスの相談窓口    

おしらせトップ

14 歯と口の健康週間

24　酒田市と交流提携

胃がん検診、夕暮れ乳がん検診

土崎･新屋まちづくり拠点施設整備計画

18　情報チャンネルa
…健康ライフ太鼓判！、
個人向け施設見学会、
６/14 新屋鹿嶋祭とPRイベント、
親子環境教室･ホタル観察会、
講座、催し、案内、健康

５年に１度実施され

る国勢調査が、今年の

10月に全国一斉に行わ

れます。秋田市では、

市内を約2,350の調査

区に分けて調査を行う

こととしており、この

業務に携わる｢国勢調査

員｣を募集しています。

報酬は、１調査区(50

～70世帯)あたり約36,000円(世帯数によって

変動)。１人で２調査区まで担当できます。調査

を正確に行うため、ご協力をお願いします。

電話で国勢調査秋田市実施本部(情報統計

課内)へご連絡ください。☎(866)1964
パソコン･携帯電話などから応募する場合

は、市ホームページの｢秋田市電子申請･届出サービス｣か

らどうぞ   。右上のQRコードもご利用ください。

ホームページ http://www.city.akita.akita.jp/city/shinsei/

応募方法

国勢調査は、日本国内に住むすべての人
と世帯(外国人を含む)が対象の、国が行う

最も重要な統計調査で、国内の人口や世帯の実態を明ら
かにするための調査です。
国勢調査の結果は、福祉施策や生活環境整備、災害対

策など、日本の未来をつくるために欠かせないさまざま
な施策の計画策定などに利用されます。

20歳以上で、調査に責任を持って協力できる／調査内容

の秘密を厳守できる／税務、警察、選挙に関係がない／暴

力団などの反社会的勢力に関係がない／秋田市または調査

が可能な近郊に住んでいる

応募要件(下記のすべてを満たすかた)

u事務説明会への出席(８月下旬～９月上旬)

uインターネット回答の利用案内などの配布(９月中旬)

u回答がなかった世帯への調査票の配布(９月下旬)　

u調査票の回収と提出(10月上旬～下旬)

おもな業務内容

日本の未来をつくる国勢調査

＊調査員は、８月26日(水)から10月25日(日)まで非常勤

の国家公務員となります。

国
勢
調
査
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

上下水道の広場
…平成27年度予算、
公共下水道の早期接続を

２



◆秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の内容などをお伝えしています。
「市長ほっとコーナー」http://www.city.akita.akita.jp/city/mayor/

広報あきた　平成27年６月５日号３

市長コラム・日々初心

市長 ● 穂積  志(もとむ)

命
と
命
の
絆
　
大
森
山
動
物
園

日
増
し
に
緑
の
濃
く
な
る
季
節
で

す
。
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
、

み
な
さ
ん
ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し
で
し

た
か
？
私
は
、
陽
気
に
誘
わ
れ
大
森
山

動
物
園
に
出
か
け
て
み
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
期
間
中
の
入
園
者
は
約
５
万
６
千

人
で
、
昨
年
に
比
べ
40
％
以
上
も
増
え

ま
し
た
。特
に
最
近
は
、全
国
各
地
か
ら

も
多
数
来
園
し
て
い
ま
す
。
こ
の
理
由

に
つ
い
て
、
施
設
の
充
実
や
飼
育
し
て

い
る
動
物
の
多
さ
に
加
え
、
動
物
と
来

園
者
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
と
の
ふ
れ
あ

い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
く
理

解
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
、

私
な
り
に
考
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
折
り
、
西
部
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
、こ
の
春
、動
物
園
の
名
誉

園
長
に
就
任
さ
れ
た
女
優
の
高
木
美
保

さ
ん
の
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。
せ
っ

か
く
で
す
か
ら
、
高
木
さ
ん
に
名
誉
園

長
を
お
願
い
し
た
き
っ
か
け
を
お
話
し

ま
す
。

今
年
の
正
月
、
元
秋
田
公
立
美
術
工

芸
短
期
大
学
長
の
石
川
好よ

し
み

さ
ん
か
ら
、

大
森
山
動
物
園
の
イ
メ
ー
ジ
に
ピ
ッ
タ

リ
の
人
が
い
る
と
伺
い
、
紹
介
さ
れ
た

の
が
高
木
さ
ん
で
し
た
。
確
か
に
高
木

さ
ん
は
、
動
物
の
命
や
絆
と
い
う
事
柄

に
深
い
思
い
が
あ
り
、
ま
た
栃
木
県
那

須
で
自
ら
有
機
農
業
を
手
が
け
て
お

り
、
命
、
自
然
、
食
を
テ
ー
マ
と
す
る
大

森
山
の
使
命
と
共
感･

共
鳴
す
る
と
考

え
、
迷
わ
ず
名
誉
園
長
の
就
任
を
お
願

い
し
た
次
第
で
す
。

さ
て
、
高
木
さ
ん
の
講
演
会
で
す
が
、

後
半
は
２
人
の
飼
育
員
と
の
対
談
形
式

で
進
め
ら
れ
、
そ
の
中
で
非
常
に
興
味

深
い
話
が
あ
り
ま
し
た
。

キ
リ
ン
は
、牛
や
ラ
ク
ダ
、鹿
な
ど
と

同
じ
偶
蹄

ぐ
う
て
い

目も
く

の
動
物
で
蹄

ひ
づ
め

が
あ
り
、
定

期
的
に
こ
の
蹄
を
削
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。他
の
動
物
園
で
は
、伸
び
す
ぎ
た
蹄

を
削
る
の
に
、
全
身
麻
酔
で
や
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
命
の
リ
ス

ク
を
伴
い
ま
す
。
こ
れ
を
大
森
山
で
は
、

い
わ
ば
キ
リ
ン
に「
お
手
」を
さ
せ
る
格

好
で
や
っ
て
い
ま
す
。
飼
育
員
が
根
気

よ
く
何
度
も
エ
サ
で
誘
導
す
る
な
ど
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
て
キ
リ
ン
と
の

絆
、
信
頼
関
係
を
築
い
た
か
ら
こ
そ
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し

た
方
法
を｢

ハ
ズ
バ
ン
ダ
リ
ー
ト
レ
ー

ニ
ン
グ｣

と
言
う
そ
う
で
す
が
、
大
森
山

動
物
園
は
こ
の
こ
と
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

市
民
Ｚ
Ｏ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の｢

エ
ン

リ
ッ
チ
メ
ン
ト
大
賞
２
０
１
３｣

に
輝

い
て
い
ま
す
。

他
に
も
話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今

年
は
動
物
園
入
口
に
あ
る
蒸
気
機
関
車

（
Ｓ
Ｌ
）
の
化
粧
直
し
も
計
画
し
て
い
ま

す
。
昭
和
46
年
に
当
時
の
国
鉄
か
ら
無

償
で
借
り
受
け
た
も
の
で
す
が
、
腐
食

も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
補
修
し
、
夏

ま
で
に
は
そ
の
雄
姿
を
披
露
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
Ｓ
Ｌ
を

見
る
た
び
に
、
当
時
展
示
に
向
け
て
尽

力
さ
れ
た
Ｓ
Ｌ
同
好
会
の
み
な
さ
ん
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
て
は
感
謝
し
て
い

ま
す
。

そ
ん
な
話
題
満
載
の
大
森
山
動
物

園
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

大
森
山
動
物
園
で
の｢

ハ
ズ
バ
ン
ダ
リ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ｣

の
様
子



歴
史
と
文
化･

芸
術
を
活
か
し
た

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

土
崎･

新
屋
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
整
備
基
本
計
画
が
で
き
ま
し
た

現
在
建
設
中
の
市
役
所
新
庁

舎
内
に
設
置
す
る(

仮
称)

中
央

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
、

親
し
み
や
す
く
覚
え
や
す
い
愛

称
を
募
集
し
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
生
涯
学
習

機
能
を
は
じ
め
、
地
域
活
動
支

援
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
機
能

を
備
え
、
中
央
地
域(

中
通
、
築

山
、
保
戸
野
、
川
尻
、
旭
北
、
旭

南
、
茨
島
、
八
橋
、
泉)

の
住
民

自
治
の
拠
点
と
な
る
施
設
で

す
。
愛
称
が
採
用
さ
れ
た
か
た

に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
応

募
用
紙
か
A
４
用
紙
に
、
愛
称

(

１
人
１
作
品
で
未
発
表)

と
そ

の
説
明
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
職
業(

学
校
名)

を
書

い
て
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
、
６
月
５
日

(金)
か
ら
26
日
(金)(

必
着)

ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
０
１
０-

８
５
６
０

秋
田
市

市
民
協
働･

地
域
分
権
推
進
課

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
６
６)

２
１
２
９

E
メ
ー
ルro-copr@

city.akita.akita.jp

問
▼

☎(

８
６
６)

２
０
３
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

http://w
w
w
.city.akita.akita.

jp/city/co
pr/

申
し
込
み

(仮称)中央市民サービスセンターの愛称を募集

◆
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

・
人
づ
く
り
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

と
一
体
に
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

・
歴
史
と
伝
統
の
学
習･

継
承

・
地
域
や
町
内
の
絆
の
活
用

・
多
様
な
団
体
や
活
動
の
連
携

・
ま
ち
の
魅
力
が
見
え
る

◆
施
設
整
備
の
コ
ン
セ
プ
ト(

概
念)

◆
施
設
の
役
割
　
曳
山
の
伝
承
、
土
崎
空
襲
に
よ

る
被
爆
体
験
の
継
承
を
中
心
に
、
展
示
機
能
、

学
習･

伝
承
機
能
を
有
し
た
、
歴
史･

文
化
な
ど

地
域
の
個
性
を
活
か
し
、
港
と
ま
ち
を
一
体
化

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設

◆
施
設
の
お
も
な
ス
ペ
ー
ス
　
曳
山(

実
物)

の
展

示
／
お
囃
子･

踊
り
な
ど
の
実
演
ス
ペ
ー
ス
／

旧
日
本
石
油
秋
田
油
槽
所
被
爆
倉
庫
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
／
多
目
的
展
示
室

◆
建
設
予
定
地
に
つ
い
て
　
港
と
ま
ち
を
一
体
化

し
た
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
と
し
て
、
セ
リ
オ

ン(

港)

、
土
崎
神
明
社(

ま
ち)

、
土
崎
駅
を
一

直
線
に
結
ん
だ
中
間
に
位
置
す
る
旧
土
崎
支

所･

土
崎
消
防
署
跡
地
を
予
定
地
と
す
る

◆
施
設
の
規
模
な
ど
　
約
１
千
200
㎡
／
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
２
階
建(

一
部
鉄
骨
造)

◆
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル(

予
定)

平
成
27
年
度

に
基
本
設
計
な
ど
を
作
成
、
28
年
度
か
ら
工
事

開
始
、
開
設
は
30
年
３
月

土
崎
の
歴
史
と
文
化
を
活
か
し
た

人
づ
く
り･

ま
ち
づ
く
り･

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
拠
点

土崎港曳山まつり 秋田港 平和を祈る乙女の像

土
崎
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設

整
備
基
本
計
画
の
概
要

４



中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め

に
、
秋
田
駅
周
辺
か
ら
大
町
、

通
町
、
川
反
に
か
け
た
地
域

で
、
自
主
的
に
継
続
し
て
開
催

す
る
新
規
の
に
ぎ
わ
い
創
出
イ

ベ
ン
ト
に
対
し
て
、
事
業
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

申
請
は
１
団
体
に
つ
き
１

件
。
助
成
の
上
限
は
30
万
円

で
、
申
請
団
体
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
公
開
審
査
会

で
３
団
体
を
決
定
し
ま
す
。
審

査
会
は
７
月
中
旬
に
開
催
予
定

で
す
。

企
画
調
整
課
に
ぎ
わ
い
創
出
担

当(

市
役
所
山
王
別
館
２
階)

に

あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
直
接
同
課
へ
お
持

ち
い
た
だ
く
か
郵
送
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
左
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
締
め
切
り

は
６
月
30
日
(火)(

必
着)

。

〒
０
１
０-

８
５
６
０
　
秋
田
市

企
画
調
整
課
に
ぎ
わ
い
創
出
担
当

問
▼

☎(

８
６
６)

２
１
５
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

http://w
w
w
.city.akita.akita.

jp/city/pl/m
n/

申
し
込
み

市
で
は
、
土
崎･

新
屋
両
地
区
に
お
い
て
、
歴
史
と
文
化･

芸
術
を
活
か
し
た
住
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
昨
年
３
月
、｢

土
崎
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想｣｢

新
屋

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想｣

を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
基
本
構
想
を
踏
ま
え
、
両
地
区
の
地
域
住
民
を
中
心
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

素
案
に
対
す
る
意
見
募
集
を
経
て
、
こ
の
３
月
、
基
本
的
な
方
向
性
や
施
設
内
容
な
ど
を

示
す
、
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
基
本
計
画
は
、
企
画

調
整
課(

市
役
所
２
階)

、
北
部･

西
部
の
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp

/city/p
l/m
n
/)

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

企
画
調
整
課
☎(

８
６
６)

２
０
３
２

中心市街地のにぎわい創出イベントに助成

◆
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

・
地
域
資
源
の
活
用

・
作
家･

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
地
域
の
人
材
育
成

・
住
民
活
動
の
活
発
化
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
と

の
連
携

◆
施
設
整
備
の
コ
ン
セ
プ
ト(

概
念)

◆
施
設
の
役
割
　
ガ
ラ
ス
工
房
を
中
心
に
、
ア
ト

リ
エ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
シ
ョ
ッ
プ
、
カ
フ
ェ
な

ど
、
敷
地
内
を
回
遊
で
き
る
よ
う
に
建
物
を
配

し
、
美
大
、
醸
造
文
化
、
点
在
す
る
湧
水
、
歴

史
あ
る
町
並
み
な
ど
の
地
域
資
源
を
結
び
、
地

域
の
歴
史
と
も
の
づ
く
り
の
精
神
を
伝
承
し
て

い
く
施
設

◆
施
設
の
お
も
な
ス
ペ
ー
ス
　
起
業
支
援
ス
ペ
ー

ス(

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
シ
ョ
ッ
プ
な
ど)

／
ガ
ラ
ス

工
房
／
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

◆
建
設
予
定
地
に
つ
い
て
　
地
域
資
源
を
活
か

し
、
も
の
づ
く
り
の
歴
史
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
芸
術･

文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

施
設
と
し
て
、
美
大
と
新
屋
駅
か
ら
等
し
い
距

離
で
、
歴
史
あ
る
町
並
み
や
湧
水
な
ど
の
地
域

資
源
を
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
新
政
酒
造
新
屋

工
場
跡
地
を
予
定
地
と
す
る

◆
施
設
の
規
模
な
ど
　
約
１
千
300
㎡
／
木
造
平
屋

建
て(
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造)

◆
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル(

予
定)
平
成
27

年
度
に
基
本
設
計
な

ど
を
作
成
、
28
年
度

か
ら
工
事
開
始
、
開

設
は
29
年
５
月

｢

芸
術
と
文
化
が
薫
る
ま
ち
新
屋｣

の
実
現
に
向
け
た
『
歴
史･

文
化

の
継
承
』『
も
の
づ
く
り
の
精
神

の
伝
承
』
が
で
き
る
拠
点

地域にある湧水 あらや水祭り ガラス工芸

新
屋
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設

整
備
基
本
計
画
の
概
要

広報あきた　平成27年６月５日号５



市
に
申
し
出
が
あ
っ
た
社
会
福
祉
法

人
が
提
供
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

が
軽
減
さ
れ
る
「
社
会
福
祉
法
人
利
用

者
負
担
軽
減
確
認
証
」
を
申
請
に
よ
り

交
付
し
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の｢
確
認
証｣

は
６
月
30

日
(火)
で
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
再
度

申
請
が
必
要
で
す
。

対
象u

次
の
項
目
す
べ
て
を
満
た
し
、

収
入
や
世
帯
状
況
な
ど
か
ら
生
計
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
か
た

・
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

・
年
間
収
入
が
、
単
身
世
帯
で
150
万
円

(

世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
50

万
円
を
加
算)

以
下

・
預
貯
金
な
ど
の
額
が
、
単
身
世
帯
で

350
万
円(

世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご

と
に
100
万
円
を
加
算)

以
下

・
日
常
生
活
に
使
っ
て
い
る
資
産
以
外

に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い

・
負
担
能
力
が
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い

・
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

対
象
サ
ー
ビ
スu

■
在
宅
…
訪
問
介
護(

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー)

、
通
所
介
護(

デ
イ
サ
ー
ビ
ス)

、
短

期
入
所
生
活
介
護(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ)

、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護(

介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
費
を
含
み
ま
せ
ん)

、
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
、
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護

■
施
設
…
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

軽
減
割
合u

対
象
サ
ー
ビ
ス
す
べ
て
の

利
用
者
負
担
額
の
25
％
。
た
だ
し
、
老

齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
50
％
。
な
お
、

生
活
保
護
受
給
者
は
、
短
期
入
所
生
活

介
護(

在
宅)

と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

(

施
設)

の
居
住
費(

滞
在
費)

の
全
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す

申
し
込
みu

介
護
保
険
課(

市
福
祉
棟
２

階)

に
あ
る
申
請
書
と
課
税
状
況
の
調

査
へ
の
同
意
書
、
収
入
状
況
等
申
告
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
収
入･

資
産･

預
貯
金
や
扶
養
状
況
を
確
認
で
き
る
書

類
な
ど
と
一
緒
に
同
課
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
同
意
書
に
は
世
帯
全
員
の
同
意

と
押
印
が
必
要
で
す

●
問
い
合
わ
せ
　
介
護
保
険
課
企
画･

給
付
担
当
☎(

８
６
６)

２
０
６
９

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
特
別
徴

収(

年
金
か
ら
の
天
引
き)

は
、
４
月･

６
月･

８
月
に｢

仮
徴
収｣

、
10
月･

12

月･

翌
年
２
月
に｢

本
徴
収｣

と
し
て
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
収
入
の

変
動
な
ど
で
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額
の

差
が
大
き
い
か
た
は
、
こ
の
ま
ま
今
年

度
の
仮
徴
収
を
行
う
と
、
仮
徴
収
額
と

本
徴
収
額
に
偏
り
が
生
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
１
年
を
通
じ
て
保
険
料

額
が
均
等
に
な
る
よ
う
６
月
と
８
月
の

特
別
徴
収
額
を
調
整(

平
準
化)

し
ま

す
。
対
象
と
な
る
か
た
へ
、
通
知
書
を

６
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で
納
付

し
て
い
る
か
た
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。

対
象u

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
特
別

徴
収
で
納
付
し
て
い
る
か
た
。
４
月
の

仮
徴
収
額
と
平
準
化
実
施
前
後
の
６
月

(

８
月
も
同
額)

の
保
険
料
の
差
が
、
千

円
未
満
の
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

●
問
い
合
わ
せ

後
期
高
齢
医
療
課

☎(

８
６
６)

２
５
１
３

市
役
所
な
ど
公
的
機
関
の
職
員
を
名

乗
り
、｢

還
付
金
が
あ
る｣

な
ど
と
電
話

を
か
け
、
Ａ
Ｔ
Ｍ(

現
金
自
動
預
払
機)

を
操
作
さ
せ
て
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ

る
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
年
金
支
給
日
で
あ
る
偶
数
月

(

２･

４･

６･

８･

10･

12
月)

の
15
日
前
後

に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
市
で
は
、
還
付
の

た
め
に
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
案
内
し
、
操
作
さ
せ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
に
思
っ
た
と
き
や
困
っ
た
と
き

は
、
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
☎(

８
６
６)

２
０
１
６
　

秋
田
市
内
で
１
年
以
上
の
活
動
実
績

が
あ
り
年
５
回
以
上
活
動
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体(

会
員
10
人
以
上)

を

対
象
に
、
活
動
助
成
金
の
申
し
込
み
を

６
月
30
日
(火)
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎(

８
６
２)

７
４
４
５

■
６
月
13
日
(土)
午
前
９
時
〜
正
午
、
電

気
設
備
点
検
の
た
め
北
部
市
民
Ｓ
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

が
臨
時
休
館
し
ま
す

自
動
交
付
機(

住
民
票
の
写
し
な
ど

を
発
行)

も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
子

育
て
交
流
ひ
ろ
ば
は
、
午
後
１
時
か

ら
開
館
し
ま
す
。☎(

８
４
５)

２
２
６
１

■
６
月
17
日
(水)
、
市
役
所
本
庁
と
北
部

市
民
Ｓ
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
自
動
交
付
機
が
、

定
期
点
検
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん

時
間
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

市
役
所
本
庁
舎
▼

午
前
９
時
〜
午
後
１

時(

２
台
の
う
ち
１
台
は
利
用
可)

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▼

午
前
９
時
〜
11
時

市
民
課
☎(

８
６
６)

２
０
１
８

市役所からの
お知らせ

１

●文中｢SC｣はサービスセンターの略です。

＊市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、秋田
市ホームページをご覧ください。http://www.city.akita.akita.jp/

後こ
う

期き

高
齢

こ
う
れ
い

者し
ゃ

医い

療り
ょ
う

保ほ

険け
ん

料り
ょ
う

が
均
等

き
ん
と
う

に
な
る
よ
う
特
別

と
く
べ
つ

徴ち
ょ
う

収し
ゅ
う

額が
く

を
調ち

ょ
う

整せ
い

し
ま
す

施し

設せ
つ

の
臨り

ん

時じ

休き
ゅ
う

館か
ん

と

自じ

動
交

ど
う
こ
う

付
機

ふ

き

の
休き

ゅ
う

止し

社し
ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

法ほ
う

人じ
ん

が
提て

い

供き
ょ
う

す

る
介か

い

護ご

サ
ー
ビ
ス
利り

用よ
う

料り
ょ
う

を
軽け

い

減げ
ん

し
ま
す

年ね
ん

金き
ん

支し

給き
ゅ
う

日び

の
還か

ん

付ぷ

金き
ん

詐さ

欺ぎ

に
ご
注ち

ゅ
う

意い

を
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活か

つ

動ど
う

助
成

じ
ょ
せ
い

金き
ん

を
ご
活か

つ

用よ
う

く
だ
さ
い

６



秋
田
市
国
民
健
康
保
険
の｢

日
帰
り

人
間
ド
ッ
ク｣

受
診
者
を
、   

70
人
程
度

追
加
募
集
し
ま
す
。
医
療
機
関
に
よ
り

受
け
入
れ
人
数
が
異
な
り
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
と
特
定
健
康
診
査
の
両

方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
を
受

診
す
る
か
検
討
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

対
象
▼

秋
田
市
国
保
加
入
者
で
、
次
の

①
〜
③
の
す
べ
て
を
満
た
す
か
た

①
来
年
３
月
31
日
時
点
で
35
歳
以
上

②
今
年
６
月
ま
で
の
加
入
月
数
が
通
算

12
か
月
以
上
　

③
国
保
税
を
完
納
し
て
い
る

申
込
日
時
▼

６
月
25
日
(木)･

26
日
(金)
、
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

申
込
場
所
▼

特
定
健
診
課(

市
役
所
山
王

別
館
１
階)

持
ち
物
▼

国
保
被
保
険
者
証

ド
ッ
ク
の
実
施
医
療
機
関
▼

市
立
秋
田

総
合
病
院
、
中
通
健
康
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

秋
田
県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
、
秋
田
赤

十
字
病
院
、
秋
田
赤
十
字
病
院
附
属
あ

き
た
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

自
己
負
担
額
▼

ド
ッ
ク
受
診
料
の
３
割

と
受
診
料
の
消
費
税
相
当
額

●
問
い
合
わ
せ

特
定
健
診
課
☎(

８
６
６)

８
９
０
３

中
学
３
年
生(

15
歳
に
な
っ
た
後
、

最
初
の
年
度
末)

ま
で
の
お
子
さ
ん
を

養
育
し
て
い
る
か
た
に
、
児
童
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
か
た
に

は
、
６
月
上
旬
に｢

現
況
届｣

の
用
紙
を

送
付
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
６
月
以
降
も

引
き
続
き
児
童
手
当
を
受
け
る
要
件
が

あ
る
か
を
確
認
す
る
も
の
で
、
提
出
が

な
い
場
合
は
６
月
分
以
降
の
支
給
を
停

止
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
は
現
況
届
と
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
申
請
書
が
兼
用

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
記
入
漏
れ
が

な
い
よ
う
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

提
出
先(

い
ず
れ
も
平
日)

子
ど
も
総
務
課(

市
役
所
３
階)

、
北

部･

西
部･

南
部･

河
辺･

雄
和
の
各
市
民

Ｓ
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

、
ア
ル
ヴ
ェ
駅
東
Ｓ
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

、
岩
見
三

内･

大
正
寺
の
各
連
絡
所

提
出
期
限

６
月
30
日
(火)

支
給
月
額

区
分
▼

所
得
制
限
以
下
の
受
給
者
の
額

０
歳
〜
３
歳
未
満
▼

１
万
５
千
円

３
歳
〜
小
学
校
修
了
前
▼

第
１
子
、
第

２
子
は
１
万
円
、
第
３
子
以
降
は
１
万

５
千
円

中
学
生
▼

１
万
円

＊
所
得
制
限
を
超
え
た
受
給
者
は
い
ず

れ
も
５
千
円
。

＊
公
務
員
は
職
場
で
の
手
続
き
に
な
り

ま
す
。
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
申
請
書
は
、
５
月
31
日
現
在
で
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
子
ど
も
総
務
課

☎(

８
６
６)

２
０
７
２

田市 人口秋 の 平成27年５月１日現在

●人口u317,236人(939)
・男u149,178人(558)
・女u168,058人(381)

…４月分 出生u192人
死亡u275人
転入u1,999人
転出u977人

●世帯u135,588世帯(958)

＊１年前の人口u319,267人
( )内は前月比

国こ
く

保ほ

の
日ひ

帰が
え

り
人に

ん

間げ
ん

ド
ッ

ク
受じ

ゅ

診し
ん

者し
ゃ

を
追つ

い

加か

募ぼ

集し
ゅ
う

必ず、下記の配布場所にある受験

案内書に従い手続きしてください。

受験案内書は、市ホームページからもダウンロードで

きます。http://www.city.akita.akita.jp/city/gn/ps/

秋田市職員採用試験
(大学卒業程度･司書)

問 人事課☎(866)2012、消防本部総務課☎(823)4000

＊このほか、獣医師･薬剤師試験などを行います。詳しくは市ホ

ームページ、または今後の広報あきたをご覧ください。

児じ

童ど
う

手て

当あ
て

現げ
ん

況き
ょ
う

届と
ど
け

の
提て

い

出し
ゅ
つ

は
６
月
30
日
(火)
ま
で

広報あきた　平成27年６月５日号７

■受験案内書の配布場所
消防以外u市役所１階総合案内、人事課(３階)、北部･

西部･南部･河辺･雄和の各市民ＳＣ
サービスセンター

、アルヴェ駅東

ＳＣ
サービスセンター

、秋田市東京事務所

消防u消防本部総務課、各消防署･分署･出張所、秋田

市東京事務所

■受験申込　６月15日(月)から26日(金)までに人事課
へ、消防は消防本部総務課へお申し込みください

７月26日(日)

一
次
試
験 一般教養試験(全員)、専門試験(行政Ａ、土

木、建築、電気、機械、化学、農業)、論文(全
員)、自己PR試験(行政Ｂ)

※東京会場では消防の試験は行いません。

実施日

秋田会場…秋田大学教育文化学部２号館
東京会場…都市センターホテル(千代田区)会場

試験
方法



コ
ン
ポ
ス
タ
ー(

生
ご
み
堆
肥
化
容

器)
の
活
用
法
や
、
堆
肥
化
の
促
進
剤

を
身
近
な
も
の
で
作
る
方
法
な
ど
を
学

び
ま
す
。
受
講
無
料
。
定
員
各
25
人
。

日
程
と
会
場
　

６
月
26
日
(金)
▼

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

27
日
(土)
▼

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

＊
時
間
は
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
。

申
し
込
み
▼

６
月
８
日
(月)
午
前
８
時
30

分
か
ら
環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
６
６)

２
９
４
３

自
主
的
か
つ
継
続
的
に
地
域
の
景
観

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
団
体
に
対

し
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
事
業u

市
内
の
一
定
の
地
域
を
対

象
と
し
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
関

す
る
事
業
で
、
地
域
の
景
観
ル
ー
ル
導

入
の
た
め
、
ま
た
は
地
域
の
景
観
向
上

の
た
め
に
行
う
も
の

対
象
団
体u

①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
団
体

①
秋
田
市
景
観
条
例
第
16
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
団
体

②
地
域
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行

う
団
体
で
、
市
長
が
認
め
る
団
体

事
前
相
談
の
申
し
込
みu

事
業
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課(

市
役
所

４
階)

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎(

８
６
６)

２
１
５
２

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断･

耐
震
改
修

な
ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
　

耐
震
診
断
な
ど
は
、
専
門
講
習
を
受

講
し
た
建
築
士
に
依
頼
が
必
要
で
す
。

申
請
前
に
建
築
指
導
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

対
象
▼

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
市
内

で
建
て
ら
れ
た
木
造
戸
建
て
住
宅
で
、

所
有
者
に
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
額
の
上
限
▼

耐
震
診
断
な
ど(

耐
震

性
の
評
価
、
改
修
方
針
計
画)

は
５
万

円
、
耐
震
改
修
な
ど(

改
修
設
計
、
壁

の
補
強
な
ど)
は
50
万
円

申
請
期
限
▼

平
成
28
年
２
月
５
日
(金)

●
問
い
合
わ
せ

建
築
指
導
課
☎(

８
６
６)
２
１
５
３

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た

動
産
を
、
ヤ
フ
ー･

ジ
ャ
パ
ン
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
公
売
し
ま
す
。
物
件

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
下
段
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
で
す
。

入
札
の
参
加
申
込
▼

６
月
11
日
(木)
ま
で

入
札
▼

６
月
18
日
(木)
〜
21
日
(日)

ヤ
フ
ー･

ジ
ャ
パ
ン
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

h
ttp
://ko

u
b
ai.au

ctio
n
s.yah

o
o
.

co
.jp
/

●
問
い
合
わ
せ

特
別
滞
納
整
理
課
　

☎(

８
６
６)

８
９
３
２

市
で
は
、
市
内
企
業
の
販
路
拡
大
や

受
発
注
の
促
進
支
援
の
た
め
、
申
請
が

あ
っ
た
企
業
情
報(

約
１
千
820
社)

を
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
の｢

秋
田
市
企
業
情
報
デ
ー
タ
ベ

ー
ス｣

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

会
社
の
業
務
概
要
や
取
扱
製
品
な
ど

を
紹
介
す
る
機
会
に
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
Ｐ
Ｒ
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp

/

w
p
/d
atab

ase/

●
問
い
合
わ
せ

商
工
労
働
課
☎(

８
６
６)

２
４
２
９

引
き
続
き
農
業
者
年
金
を
受
け
る
資

格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る｢

農
業

者
年
金
現
況
届｣

を
、
６
月
30
日
(火)
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
５
月

下
旬
に
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
直
接
、

年
金
受
給
権
者
へ
郵
送
し
て
い
ま
す
。

直
接
次
の
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い

農
業
委
員
会
事
務
局(

市
役
所
分
館
３

階)

、
河
辺･

雄
和
の
各
市
民
Ｓ
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

産
業

建
設
担
当
、
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
各
支
店
、

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
市
農
業
委
員
会

事
務
局
☎(

８
６
６)

２
２
７
０

今
冬
の
道
路
除
排
雪
作
業
を
受
託
し

て
く
れ
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。
除
雪

機
械
を
所
有
す
る
業
者･

個
人
な
ど
が

対
象
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
申
し
込
み
が
、
今
冬
の

業
務
委
託
契
約
を
保
証
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
▼

６
月
22
日
(月)
ま
で
道
路
維

持
課
ゆ
き
対
策
担
当(

寺
内
字
蛭
根)

☎(

８
６
４)

３
６
４
３

秋
田
駅
東
第
三
地
区
土
地
区
画
整
理

審
議
会
委
員
補
欠
選
挙
の
立
候
補
お
よ

び
推
薦
届
を
受
け
付
け
ま
す
。
補
欠
委

員
数
は
土
地
所
有
者
か
ら
３
人
で
す
。

受
付
期
間
▼

６
月
16
日
(火)
〜
25
日
(木)

受
付
場
所
▼

秋
田
駅
東
地
区
土
地
区
画

整
理
工
事
事
務
所(

手
形
字
山
崎
44
番

地
３)

☎(

８
３
４)

２
２
０
４

市役所からの
お知らせ

２

●文中｢SC｣はサービスセンターの略です。

＊市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、秋田
市ホームページをご覧ください。http://www.city.akita.akita.jp/

木も
く

造ぞ
う

住じ
ゅ
う

宅た
く

の
耐た

い

震し
ん

診し
ん

断だ
ん･

耐た
い

震し
ん

改か
い

修し
ゅ
う

な
ど
に
補ほ

助じ
ょ

動ど
う

産さ
ん

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
公こ

う

売ば
い

し
ま
す

企き

業ぎ
ょ
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
活か

つ

用よ
う

し
ま
せ
ん
か

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を
使つ
か

っ
た

生な
ま

ご
み
堆た

い

肥ひ

づ
く
り
講こ
う

座ざ

農の
う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

年ね
ん

金き
ん

の
現げ

ん

況き
ょ
う

届と
ど
け

の

提て
い

出し
ゅ
つ

は
６
月
30
日
(火)
ま
で

除じ
ょ

排は
い

雪せ
つ

作さ

業ぎ
ょ
う

の

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

を
募ぼ

集し
ゅ
う

土
地

と

ち

区く

画か

く

整せ

い       

理り

審し

ん

議ぎ

会か

い

委い

員い

ん

の
立り

っ

候こ
う

補ほ

を
受う

け
付つ

け

地ち

域い
き

の
景け

い

観か
ん

ま
ち
づ
く
り

活か
つ

動ど
う

を
行お

こ
な

う
団だ

ん

体た
い

に
補ほ

助じ
ょ

★
６
月
は｢

環
境
月
間｣

で
す

８



市
で
は
、
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ

テ
ィ(

高
齢
者
に
や
さ
し
い
都
市)

の
実

現
を
図
る
た
め
、
リ
レ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

第
２
回
は｢

老
後
の
住
環
境
を
考
え

る｣

と
題
し
、
建
築
家
の
天
野
彰
さ
ん

が
講
演
し
ま
す
。
無
料
。
先
着
150
人
。

日
時
▼

７
月
５
日
(日)
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
　

会
場
▼

ア
ル
ヴ
ェ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

申
し
込
み
▼

電
話
ま
た
は
F
A
X
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加

人
数(

手
話
通
訳
が
必
要
な
場
合
は
そ

の
旨
も)

を
長
寿
福
祉
課
エ
イ
ジ
フ
レ

ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
推
進
担
当
へ
。

☎(

８
６
６)

２
０
９
５

F
A
X(

８
６
６)

８
９
６
２

Ｅ
メ
ー
ルro-w

flg@
city.akita.akita.jp

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

無
事
故
へ
と
気
持
ち
集
中
は
っ
け
よ
い

石
油
類
な
ど
の
危
険
物
を
取
り
扱
う

事
業
所
は
、
保
安
体
制
を
整
え
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
家
庭
で
も
取
扱
機
器
の
注

意
事
項
を
再
確
認
し
て
、
危
険
物
に
関

す
る
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課

☎(

８
２
３)

４
２
４
７

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
保
安
講
習

申
し
込
み
は
、
①
②
と
も
６
月
15
日

(月)
か
ら
26
日
(金)
ま
で
。
詳
し
く
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
危
険
物
取
扱
者
試
験
　

日
時
▼

７
月
26
日
(日)
午
前
10
時
〜
　

会
場
▼

県
社
会
福
祉
会
館(

旭
北)

、
県

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー(

山
王)

試
験
手
数
料
▼

甲
種
５
千
円
、
乙
種
３

千
400
円
、
丙
種
２
千
700
円

●
問
い
合
わ
せ
　(

一
財)

消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
秋
田
県
支
部

☎(

８
３
６)

５
６
７
３

②
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

日
時
▼

①
と
③
は
午
前
９
時
〜
正
午
、

②
は
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

①
給
油
取
扱
所
…･

７
月
15
日
(水)･

24
日

(金)
、
８
月
４
日
(火)

②
一
般(

そ
の
他)

…
７
月
15
日
(水)･

24

日
(金)
、
８
月
４
日
(火)
、
９
月
８
日
(火)

③
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
…
９
月
８
日
(火)

会
場
▼

文
化
会
館

受
講
料
▼

各
４
千
700
円

●
問
い
合
わ
せ
　(

一
社)

秋
田
県
危
険

物
安
全
協
会
連
合
会

☎(

８
６
７)

２
２
４
５

秋田市民憲章推進協議会では、町内会活動

や交通安全運動、環境美化活動など、地域活動

に功労があった次の個人18人と１団体に、平

成27年度の住民活動賞をお贈りしました。お

めでとうございます。

秋田市民憲章推進協議会事務局☎(866)2253

住
民
活
動
賞
表
彰
式
で(

５
月
12
日)

受賞者u谷口明子(泉)、高田一三(土崎)、竹中

栄治(土崎)、佐藤福一(土崎)、星野敏夫(寺

内)、浜松良子(将軍野)、小松敏郎(外旭川)、

横山和雄(新屋)、船木省三(新屋勝平)、伊藤

兼治(下浜)、飯塚四朗(下北手)、西川寿子(桜

小)、森合清子(太平)、斎藤靖弘(東)、髙嶋輝
夫(牛島)、青木 清(仁井田)、加藤 昇(四ツ小

屋)、渡辺りょう子(金足)、中野下町内会(下

新城)

地域活動への功労を称
た た

えて  

＊敬称略。カッコ内は地区協議会名。

６
月
７
日
(日)
〜
13
日
(土)
は

危き

険け
ん

物ぶ
つ

安あ
ん

全ぜ
ん

週し
ゅ
う

間か
ん

５月１日、御所野児童センターが開館しま

した。地域の関係者や御所野小学校児童が出

席した記念式典では、子どもたちが歌や踊り

で完成をお祝い(左上写真)。式典後はみんな

早速、集会室や遊戯室を利用していました。

子ども育成課☎(826)9048

開館をみんなでお祝いしたよ！

建物は秋田テルサに
隣接しています

御所野児童センター

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ

第だ
い

２
回か

い

リ
レ
ー
セ
ミ
ナ
ー

広報あきた　平成27年６月５日号９



水道事業

●収入 77億570万５千円

●支出 67億8,219万円

●収入 15億542万４千円

●支出 40億2,949万９千円

水道料金
67億7,937万６千円

受託工事収益など ９億2,632万９千円

減価償却費など 26億1,382万９千円

安全な水道水の安定供水のために
u災害に強く、より安定した給水確保のため、老朽化

した配水管を耐震管に交換します。

u病院などの重要給水施設や各配水ブロックに、水道

水を安定供給するため、配水幹線を整備します。

u津波被害が想定される地域の近隣避難所に緊急貯水

槽を整備します。

水道水をつくりみなさまへお届けするための予算

水道施設を整備するための予算

水道管の布設や施設整備などの費用　
26億1,473万１千円

借入金の返済　14億1,476万８千円

水を供給するための費用　
36億8,243万２千円

借入金の利息 ４億8,592万９千円

●収支差引額 ９億2,351万５千円
…借入金返済などのために積み立てる予定です。

国などからの借入金 ９億2,170万円

国の補助金 ２億2,765万円

水道加入金など ３億5,607万４千円

●不足額 25億2,407万５千円
…積立金や損益勘定留保資金などで補てんします。

収益的収支

資本的収支
水
道･

下
水
道･

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
み
な
さ

ま
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
水
道
料
金
や
下
水
道
使
用

料
な
ど
を
お
も
な
収
入
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

人
口
の
減
少
や
節
水
意
識
の
定
着
な
ど
に
よ
り
収

入
の
大
幅
な
増
加
が
望
め
な
い
中
、
老
朽
化
し
た
施

設
を
新
し
く
す
る
た
め
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
な

ど
、
経
営
環
境
は
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
上
下
水
道
局
で
は
、
一
層
の
効

率
的
な
企
業
経
営
に
努
め
、
引
き
続
き
良
質
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
上
下
水

道
整
備
を
進
め
ま
す
。
平
成
27
年
度
予
算
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
27
年
度
上
下
水
道
局
の
予
算

太
平
山
か
ら
の
豊
か
な
水
流(

仁
別)
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●収入 48億1,925万４千円

●支出 88億8,654万円●支出 ３億3,947万５千円

下水道使用料　
53億5.805万７千円

下水道を維持管理する費用 32億4,793万３千円

国などからの借入金 29億850万円

施設整備などの費用 30億8,018万８千円

借入金の返済　
58億635万２千円

施設整備などの費用 4,635万８千円

使った水をきれいにして川へ返すための予算

下水道施設を整備するための予算

借入金の利息 15億8,112万５千円

減価償却費など
52億8,351万２千円

借入金の返済　
２億9,311万７千円

国などからの借入金 1,530万円

一般会計出資金など 
１億951万９千円

使った水をきれいにして水路や川へ返すための予算

排水施設を整備するための予算

●収入 １億3,161万９千円

施設を維持管理する費用 ２億6,933万３千円

減価償却費
５億2,702万９千円

借入金の利息 9,503万８千円

一般会計繰入金など
７億3,957万６千円

施設使用料 １億5,261万５千円

●収入 109億8,308万２千円

●支出 101億1,257万円

●収入 ８億9,219万１千円

●支出 ８億9,140万円

＊損益勘定留保資金…施設の償却費など、現金の支出を必要としない費用で、企業の内部に留保される資金。       

生活環境改善のために

u衛生的な生活を送るため、トイレや台所などからの

生活排水を処理場まで送る「汚水管」や、雨水による

浸水を防ぐ「雨水管」を整備します。

uポンプ場や処理場などの老朽化した施設を新しくし

ます。

●収支差引額 ８億7,051万２千円
…借入金返済などのために積み立てる予定です。

快適な生活環境を確保するために

u農業集落の快適な生活環境を確保するため、処理場

の機能強化を図る工事を行います。

u公共下水道と農業集落排水の計画区域外では、市が

浄化槽を設置し、維持管理を行います(個人で浄化槽

を設置していただく区域もあります)。

●不足額 40億6,728万６千円
…積立金や損益勘定留保資金などで補てんします。

●収支差引額 79万１千円
…借入金返済などのために積み立てる予定です。

国の補助金 ９億2,030万円

受益者負担金など ９億9,045万４千円国の補助金 680万円

●不足額 ２億785万６千円
…積立金や損益勘定留保資金などで補てんします。

収益的収支

資本的収支

農業集落排水事業 下水道事業

収益的収支

資本的収支

■｢上下水道の広場｣では、みなさんからのご意見、ご感想、ご質問などをお待ちしています。
〒010-0945　川尻みよし町14-８　上下水道局総務課経営企画係☎(823)8434　FAX(824)7414　
Ｅメール ro-wtmn@city.akita.akita.jp

■４月から仁井田浄水場更新準備室を上下水道局川尻庁舎３階に設置しました。同室では、施設や設備が

老朽化している仁井田浄水場を、新しくするための準備に取り組みます。☎(864)7565

上
下
水
道
の
広
場
は

次
の
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す

広報あきた　平成27年６月５日号11

下水道使用料　
53億5,805万７千円

一般会計繰入金など 56億2,502万５千円



６
月
上
旬
か
ら
12
月
上
旬
ま
で
、
左
記
の
地
区
で
道

路
や
宅
地
内
の
水
道
管
の
漏
水
調
査
を
行
い
ま
す
。
調

査
は
無
料
。
調
査
に
は
、
上
下
水
道
局
で
委
託
し
た
会

社
の
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。
ご
不
在
の
場
合
で
も
、
水

道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

対
象
地
区
▼

金
足
、
下
新
城
、
上
新
城
、
飯
島
、
土
崎
、
将

軍
野
、
外
旭
川
、
新
藤
田
、
旭
川
、
添
川
、
濁
川
、
手

形
、
泉
、
寺
内
、
八
橋
、
中
通
、
千
秋
、
川
元
、
川
尻
、
山

王
、
楢
山
、
南
通
、
牛
島
、
大
住
、
仁
井
田
、
新
屋
、
浜

田
、
豊
岩
、
下
浜
、
雄
和
椿
川
、(

以
下
河
辺
地
域)

北
野

田
高
屋
、
諸
井
、
和
田
、
赤
平
、
岩
見
、
三
内
、
大
沢
、
神

音聴棒という機器で、振動音を

聴きながら漏水を調査します

上
下
水
道
局
で
は
、
ご
家
庭
を
訪
問
し

次
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
員
は
、
秋

田
市
上
下
水
道
局
が
発
行
し
た
身
分
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。
調
査
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

漏
水
調
査

上
下
水
道
の
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平成26年度最優秀作品

６
月
上
旬
か
ら
左
記
の
対
象
地
区
で
、
水
道
水
と
井

戸
水
な
ど
の
配
管
が
誤
っ
て
接
続
さ
れ
て
い
な
い
か
調

査
し
ま
す
。
ま
た
、
井
戸
水
な
ど
の
排
水
先
も
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
地
区
▼

河
辺
畑
谷
、
河
辺
豊
成
、
河
辺
戸
島
、
河
辺

松
渕
、
河
辺
和
田

●
問
い
合
わ
せ

給
排
水
課
普
及
指
導
係

☎(

８
２
３)

８
４
３
２

水
道
水
、
井
戸
水
な
ど
の
調
査

宅
地
内
で
漏
水
が
発
生
す
る
と
、
漏
水
し
た
分
の
水

道
料
金･
下
水
道
使
用
料
は
、
原
則
と
し
て
お
客
さ
ま
の

負
担
で
す
。
定
期
的
に
漏
水
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

漏
水
の
確
認
方
法

①
屋
内･

屋
外
の
す
べ
て
の

じ
ゃ
口
を
閉
め
る

②
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
部
分
が
回
転
し

て
い
る
か
確
認
す
る

＊
じ
ゃ
口
を
閉
め
て
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
る

場
合
は
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
不
安
な
時
は

お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎(

８
２
３)

８
４
３
１

パイロット

水道メーター

内
、
大
張
野
、
高
岡
、
戸
島
、
豊
成
、
畑
谷
、
松
渕

＊
地
区
の
一
部
で
、
今
年
度
の
調
査
対
象
外
の
町
内
も
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

水
道
維
持
課
漏
水
防
止
係

☎(

８
２
３)

８
４
３
３

毎
日
使
う
水
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
、
水
道
や
下

水
道
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
市
内
の

小
学
４
年
〜
６
年
生
を
対
象
に
、｢

水｣

に
関
す
る
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

応
募
▼

①
１
人
１
作
品
で
未
発
表
の
も
の

②
画
用
紙
四
つ
切(

タ
テ
、
ヨ
コ
ど
ち
ら
で
も
可)

③
作
品
の
題
名
、
学
校
名
、
学
年･

組
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

を
書
い
た
紙
を
添
え
て
、
通
学
し
て
い
る
小
学
校
、

ま
た
は
上
下
水
道
局
総
務
課(

川
尻
み
よ
し
町
14-

８)

へ
、
８
月
27
日
(木)
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

表
彰
▼

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
３
点
、
佳
作
10
点
を
選

出
。
受
賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
を
、
応
募
者
全
員
に
参

加
賞
を
さ
し
あ
げ
ま
す

展
示
▼

す
べ
て
の
応
募
作
品
を
、
９
月
５
日
(土)
か
ら
13
日

(日)
ま
で
、
秋
田
駅
西
口
の
フ
ォ
ン
テ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
６
階

｢

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー｣

に
展
示
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　

上
下
水
道
局
総
務
課
☎(

８
２
３)

８
４
３
４

小
学
生
の｢

水
に
関
す
る
ポ

ス
タ
ー｣

を
募
集
し
ま
す

宅
地
内
の
漏
水
点
検
は

定
期
的
に
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排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

講
習
▼

９
月
25   

日
(金)
９:

30
〜
15:

30

試
験
▼

10
月
30
日
(金)
10:

00
〜
12:

00

会
場
▼

秋
田
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル
９
階
大
ホ
ー
ル

受
験
手
数
料
▼

６
千
円

申
し
込
み
▼

上
下
水
道
局(

川
尻)

１
階
の
給
排
水
課
に
あ

る
用
紙
で
、
７
月
１
日
(水)
か
ら
10
日
(金)
ま
で
に
同
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
秋
田
県
下
水
道
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.g
s-akita.co

m

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
県
下
水
道
協
会
事
務
局

☎(

８
６
４)

１
４
２
７

水
道

ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ア

入
場
無
料
。
市
の
環

境
展
も
同
時
開
催
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時
▼

６
月
６
日
(土)
10:

00

〜
15:

00

会
場
▼

秋
田
駅
西
口
の
ア
ゴ
ラ
広
場
、
大
屋
根
下

内
容
▼

利
き
水
コ
ー
ナ
ー(

参
加
賞
あ
り)

、
水
道
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト(

先
着
１
千
200
人
に
花
の
苗
プ
レ
ゼ
ン

ト)

、
縁
日
コ
ー
ナ
ー
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
局
総
務
課

☎(

８
２
３)

８
４
３
４

公共下水道が整備されると、水洗トイレが使えるようになり、生活排水

が道路側溝に流れ込まず、嫌な臭いの発生も防げるほか、川や海の水質改

善にもつながります。上下水道局では、公共下水道などへ早期に接続して

いただけるよう、一般住宅･貸家などに対し、融資あっせん･助成金制度を

設けています。公共下水道などが使えるようになったら、制度を利用して

速やかに水洗化工事を行い、衛生的で快適な生活を送りましょう。

●問い合わせ　給排水課☎(823)8432

公共下水道の
早期接続を
お願いします

秋田県と秋田市は、期間限定で｢住宅リフォーム支援事業｣を行っており、上下水道局の融資

あっせん･助成金制度とあわせて利用できる場合がありますのでご相談ください。

広報あきた　平成27年６月５日号13



むし歯予防教室…歯みがきレッスン、歯科衛生士、栄
養士の話など。参加無料。

対象u６月～８月に１歳になるお子さん　日時u７月８

日(水)10:00～11:30　会場u市保健センター(八橋)

先着u25組　申込u子ども健康課☎(883)1174

６月４日～10日は｢歯と口の健康週間｣

おくりたい 未来の自分に きれいな歯

入賞した親子のみなさん

最優秀賞u佐藤 葵･琉希
る き

優秀賞u阿部 彩･彩莉菜
さ り な

、岡本奈央･紗季
さ き

、

柏谷陽子･美
み

空
そ ら

、川越千昌･智
ち

陽
は る

、小玉智美･虎太
こ た

郎
ろ う

、小西芙美子･陽
はる

真
ま

、斉藤聡美･惟
い

月
つ き

、佐藤永子･羽
は

純
す み

、佐藤麻希･力
りき

虎
と

、佐藤大地･里
り

駆
く

、庄子明伸･真翔
ま な と

、藤田信子･晴
はる

大
と

、古木久美･楓
ふう

都
と

、前田大地･

紗良
さ ら

、眞崎富美･岳
がく

、松下由佳･由依
ゆ い

、三川裕理･真理
ま り

(以上、敬称略)

５月16日、｢親子よい歯のコンクール｣を開催し、平成26年度に

３歳児健診を受けた2,264人の中から、むし歯がなかった親子18組

が入賞しました。最優秀賞の佐藤 葵さん、琉希
る き

さん親子は、秋田市

代表として県大会に出場します。子ども健康課☎(883)1174

健康な歯でよく噛むことは、生涯を通して健康面や生活の質に大きく関係しています。
豊かな人生を送るために、歯やお口の健康について考えましょう。

ここがポイント！ お子さんのむし歯予防
■おやつの〝だらだら〟飲食を控えましょう。糖分の入

った飲み物はむし歯の原因のひとつです

■食後に歯をみがいてむし歯菌を減らしましょう

■フッ化物を活用して強い歯を作りましょう

フッ化物塗布を受けましょう…フッ化物を歯に塗ると
歯が強くなり、むし歯予防の効果があります。市で

は、２･３･４･５歳児を対象に無料の塗布券を交付し

ています。詳しくは、母子健康手帳をご覧ください。

食とお口の健康教室…７月７日(火)に開催します。①
午前(10:00～12:30)は、元気な骨を保つための食

事の話と調理実習、試食、②午後(13:00～14:30)

は、歯科医によるお口と体の深い関係についての

話、若さを保つお口の体操など。参加無料。

対象u①は65歳以上の女性(先着24人)、②は65歳以

上の男女(定員なし)　会場u市保健センター(八橋)　

申込u６月８日(月)8:30から保健予防課☎(883)1178

歯科健康相談…歯科衛生士が、むし歯や歯周病など
の相談に応じます。無料。

日時u６月30日(火)9:30～12:00　会場u市保健セン

ター(八橋)　申込u保健予防課☎(883)1178

歯周疾患検診…お口の検査とお手入れのアドバイ
ス。詳しくは市ホームページをご覧ください。

対象u来年３月31日時点で30･40･50･60･70歳のか

た　料金u700円(70歳のかたは無料)

あなたの唾液は減っていませんか
唾液の減少は、むし歯、歯周病、口臭、飲み込みな

どに影響します。こんな症状はありませんか？

■舌にしわができた ■笑うと前歯が唇に引っ付く

■口内炎ができやすい ■むし歯や歯周病が急に増えた

■飲み物がないと飲み込みにくい ■口臭が強くなった

よく噛むと身体にこんな効果があります
■唾液の量が増える ■食べ過ぎ防止、生活習慣病予防

■胃や腸での消化･吸収を助ける ■脳の活性化や認知

症防止 ■むし歯･歯周病･口臭の予防　など

65歳以上で要介護認定を受けていないかたが対象で

す。介護保険施設などでボランティア活動をして、集

めたスタンプをポイントに換えると、年間最大5,000円

の交付金が受けられます。ご希望のかたは、右記の講

習会が必須です。秋田市社会福祉協議会☎(862)7445

講
習
会
日
時

６月17日(水)または７月13日

(月)のいずれか１日。時間は

10:00～12:00(受け付けは

9:30～)。介護保険被保険者

証と保険料230円を持って、直接会場の市老人福

祉センター(八橋)３階会議室へお越しください

介護支援ボランティア登録講習会
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巡回検診日程の変更u｢秋田市の健診ガイド｣９㌻に掲載した、胃がん検

診日程で、明徳地区｢７月24日(金) 明徳地区コミュニティセンター｣

での検診は諸事情により中止します。受診を予定されていたかたは、

｢10月13日(火) 明徳地区コミュニティセンター｣、または近隣の会場

で受診願います。

胃がん検診無料クーポン券のご利用をu昭和39年４月２日～昭和40年

４月１日生まれ、および昭和49年４月２日～昭和50年４月１日生まれ

のかたに送付しています。券の裏面に記入のうえお持ちください。

広報あきた５月15日号と同時に｢秋
田市の健診ガイド｣(A４判、20ページ)
を全戸配布しました。各種検診につい
て詳しく掲載しています。保存版とし
てご活用ください。
保健予防課☎(883)1176･1177･1178
http://www.city.akita.akita.jp/city/hl/pr/

｢秋田市の健診ガイド｣
を全戸配布しました

７月から始まる胃がん検診車の巡回日程は
｢秋田市の健診ガイド｣をご覧ください
秋田市の胃がんによる死亡率は、特に男性に多く、毎年上位を占め

ており、また、大腸がんの死亡率も年々増加しています。７月から胃

がん検診車が各地区を巡回し、同時に大腸がん検診も行いますが、例

年この検診で、胃がんは15人程度、大腸がんは40人程度のかたが発見

されています。

｢秋田市の健診ガイド｣で、巡回日程や受診前の注意点などをご確認

のうえ、健康保険証をお持ちになって各地区の会場へお越しくださ

い。早期発見、早期治療のため、この機会にぜひ受診しましょう。

秋田市に住民票があり、勤務先などで検診を受ける機会のな

い40歳以上(昭和51年３月31日以前生まれ)のかた

検診料
胃がん検診…1,300円　大腸がん検診…700円

＊いずれも75歳以上は無料です。

お仕事帰りに
夕暮れ乳がん検診･
子宮頸がん検診へ

市立秋田総合病院では、お仕事

などで日中の受付時間に来院でき

ないかたのために、｢夕暮れ乳がん

検診･子宮頸がん検診｣を実施して

います。ぜひご利用ください。

医事課☎(823)4171

｢秋田市に住民票があり、勤務先な

どで検診を受ける機会がないかた｣

または｢東日本大震災により秋田

市に避難しているかた｣で、来年

３月31日時点で40歳以上になる

偶数歳の女性。子宮頸がん検診は

20歳～39歳の女性も対象です

u広報あきた５月１日号12㌻｢夕暮

れ乳がん･子宮頸がん検診｣の記

事中、｢当日でも空きがあれば予

約なしで受診できます｣と記載し

ましたが、事前に予約が必要で

すのでご注意ください。

対象

６月17日、７月８日･15日、８月

５日･19日、９月２日･16日、10月

７日･21日、11月４日･18日、12

月２日･16日、１月６日･20日、２

月３日･17日、３月２日

実施日(いずれも水曜日)

＊７月８日と３月２日は乳がん検診のみ。

受付時間

乳がん検診…17:00～19:00

子宮頸がん検診…17:00～18:00

申し込み

検診希望日前日までに電話予約セ

ンターへ。☎(867)7489(平日の
9:00～15:00)

対象

高齢になるにつれ転

倒し、骨折する危険が高くなります。骨折は、寝たき

りなど生活の質の低下や短命の原因になります。この

教室では、自分の骨密度や身体機能を評価し、運動療

法などにより転倒や骨折の予防を学びます。申し込み

は、市立秋田総合病院医事課へ。☎(823)4171

日時
①６月23日(火) ②７月28日(火) ③８月25日(火) ④

９月15日(火)、13:00～15:00(②③は13:30～)

会場 市立秋田総合病院２階講堂

参加費 4,500円(初日に行う検査料)

転倒予防教室(全４回)

定員
先着20人。ただし、足･腰の不自由なかた、心疾

患があるかたは除きます

広報あきた　平成27年６月５日号15



歌、大型紙芝居など。
対象u幼児～小学３年生のお子さんと
保護者　日時u６月20日(土)11:00～
11:40　会場･問uほくとライブラリ
ー土崎図書館(天気が良ければ屋上で
行います。熱中症対策を忘れずに)

☎(845)0572

落ち着きがない、集団行動が苦手な
ど、お子さんへの関わり方に迷うこ
とはありませんか。臨床心理士が発
達相談に応じます。
対象u３歳児健診を終えた就学前のお
子さんがいる保護者　日時u６月12日
(金)13:30～16:30　先着u３人
申込u子ども健康課☎(883)1174

■保育所開放　０歳～５歳の親子が
対象。時間は9:45～11:00。詳しく
は各保育所(太字)へお問い合わせを。
６月９日(火)…泉☎(823)1626

…寺内☎(863)6253
６月10日(水)…岩見三内☎(883)2555
６月17日(水)…川口☎(832)4582

…河辺☎(882)3056
…雄和中央☎(886)2595

 　　　　 　 …新波☎(887)2014
６月18日(木)…土崎☎(845)1571

…川添☎(886)2139
■青空保育　お子さんを公園で遊ば
せながら保護者同士で交流します。

時間は10:10～10:50。雨天中止。
６月９日(火)u土崎保育所(隣の琴平第
一街区公園で)☎(845)1571
６月10日(水)u川口保育所(園庭で)
☎(832)4582 ６月17日(水)u岩見三
内保育所(園庭で)☎(883)2555

保育園などのお迎えや急な用事の時
のお子さんの預かりなど、子育てを
サポートしてくれる協力会員を募集
します。下記の講習が必須です。
対象u20歳以上のかた　
日時u７月７日(火)から10日(金)まで、
9:30～16:30　
会場uアルヴェ　内容u子どもの栄養
と食生活、遊びなど
申込u秋田市ファミリー･サポート･セ
ンター☎(887)5336

太字の( )内は対象年齢
です。問い合わせ先の
◎は、各地区の主任児
童委員さんの印です。
    ■HOTの会のほっと広場(０歳～５歳)
６月８日(月)10:00～11:30、広面児
童館で。保険料１家族50円。
問u代表の堀江さん☎(837)0584
■チャイルド中通(就園前) ６月９日
(火)から30日(火)までの毎週火曜日、
10:00～11:30、中通児童館で。
問u◎高橋さん☎090-7067-8179
■築山きりんクラブ(就学前)
６月12日(金)9:30～11:00、築山児

童センターで。救急救命講習。
問u◎岡田さん☎080-1846-7064
    ■とんとんクラブ(就学前)
６月15日(月)、７月15日(水)、８月17
日(月)、10:00～11:30、下北手児童
センターで。
問u◎中村さん☎(835)8343
■だっこちゃん(１歳～就園前)
６月16日(火)10:00～11:30、勝平
児童センターで。歯の健康。
問u◎浅野さん☎090-5232-1933
    ■すこやか広面(０歳～５歳)
６月16日(火)10:00～11:30、広面
児童館で。保険料１家族50円。
問u◎山石さん☎(836)4868
■こんにちは広場(就園前) ６月17
日(水)10:00～11:30、下新城地区コ
ミュニティセンターで。
問u◎菅野さん☎(873)2357
    ■しゃぼんだま広場(就学前)
６月17日(水)10:00～11:30、四ツ
小屋児童センターで。３B体操。
問u◎伊藤さん☎(839)3891
■おおすみキッズ(就学前)
６月18日(木)、７月16日(木)、10:00
～12:00、大住児童館で。
問u◎小松さん☎(839)5189
    ■港北ママクラブ(就園前)
６月19日 (金 )･26日 (金 )、10:00～
11:30、港北児童センターで。
問u◎平澤さん☎(845)4014
    ■あおぞらキッズ(０歳～就学前)
６月21日(日)、７月26日(日)、10:00
～11:30、外旭川児童センターで。
問u◎船木さん☎(868)1902

＊スペースの都合などにより掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。
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子育てのヒントやイクメンパパの養
成術などを学びます。先着25組。
対象u就園前の親子　日時u６月30日
(火)10:30～12:00　　会場u子ども
未来センター(アルヴェ５階)　
申込u６月８日(月)9:00から子ども未
来センター☎(887)5340

栄養士、保健師、歯科衛生士が講師。
先着15組。個別相談も。
対象u生後４か月～１歳のお子さんと
保護者 日時u６月17日(水)10:30～
11:30 会場u河辺市民SC(カワベリア)
申込u６月10日(水)10:00から河辺子
育て交流ひろば☎(882)5146

会場は北部市民SC(キタスカ)。先着
各８組。申し込みは北部子育て交流
ひろばへ。☎(893)5985
■ママと赤ちゃんの離乳食教室
対象u１歳未満のお子さんと保護者
日時u６月18日(木)10:30～11:30
申込開始日u６月８日(月)9:30から
■助産師さんとママトーク　対象u生
後２か月～６か月のお子さんと母親　
日時u６月23日(火)14:00～15:00　
申込開始日u６月16日(火)9:30から

６月21日(日)、フォンテ文庫(フォンテ
AKITA６階)で行います。☎(893)6167
■おはなしの会 大型絵本の読み聞
かせ、人形劇など。対象u幼児～小学
３年生のお子さんと保護者　
時間u11:00～11:40　先着u80人　
申込u６月６日(土)10:00から
■わくわく工作会 キラキラしゃぼ
んだま、箱カメラなど。対象u３歳以
上のお子さんと保護者　時間u14:00
～14:45　先着u15組(直接会場へ)

対象u生後６か月～１歳６か月の親子
日時u６月30日(火)10:30～11:30
会場u雄和市民SC(ユービス)
先着u12人
申込u６月８日(月)9:00から雄和子育

て交流ひろば☎(886)5530

母子健康手帳別冊をよく読んで受診
しましょう。風邪や感染性の病気に
かかっているときはご遠慮くださ
い。別冊をお持ちでない場合は、子ど
も健康課(市保健所２階)へお問い合わ
せください。
◆４か月･７か月･10か月児健診
対象u４･７･10か月になった日から、
それぞれ満５か月･満８か月･満11か
月になる前日までのお子さん　
会場u母子健康手帳別冊に記載した協
力医療機関
◆１歳６か月児健診 日時と会場u右
記参照　持ち物u母子健康手帳と別冊
のアンケート(事前に記入してくださ
い)、バスタオル
◆３歳児健診 視力･聴覚検査は自宅
で行ってきてください。日時と会場u

右記参照　持ち物u母子健康手帳と別
冊のアンケート(事前に記入してくだ
さい)、尿検査セット(尿を容器に採っ
て)、バスタオル

■旧秋田市の各地区
受付時間u12:45～13:30
会場u市保健センター(八橋)　対象u１
歳６か月児健診…平成25年12月生ま
れの１歳７か月児、３歳児健診…平

成24年１月生まれの３歳６か月児

■河辺･雄和の各地区
受付時間u12:45～13:30
会場u河辺総合福祉交流センター
対象u１歳６か月児健診…平成25年
11月～平成26年１月生まれ、３歳児
健診…平成24年１月～３月生まれ
実施日u１歳６か月児健診…８月７日
(金)、３歳児健診…９月18日(金)

育児コーナー！
＊料金の記載がないものは無料です。
＊申込方法がないものは直接会場へ。
＊文中｢SC｣はサービスセンターの略。
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子ども健康課☎(883)1174

１歳６か月児･３歳児健診の
対象地区ごとの健診日

寺内･八橋･泉･保戸野･山王･川尻･
川元･旭南･旭北･高陽･大町･中通･
南通･楢山

対象
地区

１歳６か月児健診u７月１日(水)
３歳児健診u７月15日(水)

健診
日

旭川･外旭川･新藤田･濁川･添川･山
内･仁別･千秋･手形･蛇野･手形山･東
通･広面･柳田･下北手･太平･横森･桜･
桜ガ丘･桜台･大平台･上北手･山手台

対象
地区

１歳６か月児健診u７月２日(木)
３歳児健診u７月16日(木）

健診
日

土崎･港北･将軍野･飯島･金足･
上新城･下新城

対象
地区

１歳６か月児健診u７月９日(木)
３歳児健診u７月23日(木)

健診
日

牛島･卸町･大住･仁井田･御野場･四
ツ小屋･御所野･茨島･新屋･勝平･豊
岩･浜田･下浜･向浜

対象
地区

１歳６か月児健診u７月10日(金)
３歳児健診u７月24日(金)

健診
日
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ウキウキベビーヨガ

市では、６月から子育てサービス利用者支援事業をスタートしま

した。子育て家庭のニーズに合わせて、幼稚園、保育園、地域の子

育て支援事業などから必要な支援を選択して利用できるように、情

報の提供や相談･援助を行います。

妊婦さんや就学前のお子さんがいる世帯を対象に、専門の｢利用者

支援相談員(子育てナビゲーター･通称〝子ナビ〟)｣が電話、面接で個

別相談に応じます。ぜひご利用ください。

相
談
窓
口

子ども未来センター(アルヴェ５階)
u日曜～木曜、9:00～17:00 ☎(887)5340
子ども育成課(市役所３階)

u月曜～金曜、9:00～17:00 ☎(866)2094

＊面接による相談の場合、事前にご連絡をいただけると確実です。

こ
ん
な
と
き
は→

子育てサービスの相談窓口をご利用ください

●幼稚園、保育園、認定こども園は何が違うの？
●引っ越してきたばかり。頼れる人が近所にいない…

●どこの保育園に通ったらいいの？　など

子
ナ
ビ
に

お
ま
か
せ
！
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■鼠径部に膨らみができたら診察を受けましょう

鼠径部とは、股の付け根あたりを言います。鼠

径部のおなかの壁が弱くなって、腸が押し出され

て膨らんでくるのが鼠径ヘルニア(脱腸)です。

症状は、鼠径部が膨らむだけの場合から、痛み

が出る場合、出てきた腸が戻らなくなる｢陥
かん

頓
と ん

｣や、腸が締めつけられて血液の流れが悪くな

り、生命の危険がある場合までさまざまです。

特に強い痛みがある場合は我慢せず、直ちに医

師の診察を受けることが大切です。陥頓の発生

は、発症後３か月以内のかたや50歳以上のかた

に比較的多いと言われています。

■自己判断は危険！ 専門医に相談を

症状が軽くても、治療の原則は手術です。陥頓

の危険性が低い場合、医師の判断で経過観察とな

る場合もありますが、自己判断は危険ですので絶

対やめましょう。専門医の診療を受けて治療方針

を決めることが大切です。

また、同じく鼠径部に膨らみが発生する大腿ヘ

ルニアは陥頓を発症することが多く、放置した場

合は生命の危険性が高くなり、ほぼすべての場合

で手術が必要です。鼠径ヘルニアと大腿ヘルニア

を見分けることはその後の治療方法の決定に重要

ですので、このことからも専門医の診察を受ける

ことが大切です。

■手術方法は腹壁切開法と腹腔鏡手術

手術方法は、おなかの壁が弱くなった部分の内

側に合成繊維を網状の形にした｢パッチ｣を敷い

て、その周りに自分の体の結合組織が増殖するこ

とで補強する方法が主流です。下腹部の皮膚を切

開する腹壁切開法やへその部分を切開して腹腔鏡

で手術する場合がありますが、手術の結果に差は

ないと言われています。しかし、手術の費用は腹

腔鏡が約２倍と高額です。

状況によっては、日帰り手術ができる場合もあ

りますので、入院期間など詳しくは、病院で説明

を受けて決めてください。

おしえてドクター！

あなたの健康づくりを
サポートする、ミニ情報
をお届け！

市立秋田総合病院 
外科　伊藤　誠司 医師

健康
ライフ
太鼓判

!

今回のお話はu

サ
ン
ラ
イ
フ
秋
田

運
動
と
趣
味
の
教
室

６月６日(土)9:00からサンライフ秋田(八橋)へ。いずれも対象は20歳以上(先着順)。
パッチワークとフラワーアレンジメントは、別途材料費が必要です。☎(863)1391

申し込み

Q 股の付け根に膨
ふ く

らみができました。
痛みはありませんが病気でしょうか。

A 鼠
そ

径
けい

ヘルニア(脱腸)の可能性があります。
専門医の診断を受けましょう。
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子どもたちの無病息災や家内安全を祈る、地域伝統
のお祭りです。町内ごとに作られた鹿嶋船が、日吉神
社に立ち寄り、新屋の各町内を曳いて回ります。

ホタル観察会

新
屋
鹿
嶋
祭

６
月
14
日
(日)

９:

30
〜
12:

30

国の認定を受けた｢あきた次世代エネルギーパーク｣

に登録されている施設などをバスで巡ります。この機

会に、ぜひ環境について考えてみましょう。

環境学習
〝再生可能エネルギー〟
見学ツアー
７月23日(木)･30日(木)、
9:00～12:30
参加無料　定員各20人

秋田市観光案内所前(秋田駅の新幹線改札口前)に集合
uメガソーラー発電所(総合環境センター)u木質ペレッ
トボイラー(秋田市老人福祉センター)u風力発電施設
(新屋･向浜地区)u秋田駅東口で解散
＊移動の一部でEVバス(電気バス)に乗車します。

申し込み(定員を超えた場合は抽選)

往復はがき、FAX、Eメールのいずれかで、見学日、参

加者全員の氏名、年齢、住所、電話･FAX番号(FAXで申

し込まれるかた)をお知らせください。１通で２人ま

で。締め切りは６月19日(金)(必着)。

〒010-8560 秋田市広報広聴課　FAX(866)2287

Eメール skengaku@city.akita.akita.jp

問い合わせu☎(866)2034

＊電話では受け付けません。また、FAX、Eメールで申し込ん
だ場合、その番号、アドレスに決定通知を返信します。
＊就学前のお子さんは参加できません。

ホタルの生態を学び、美しく飛び交う様子

を観察します。参加無料。先着各50人。時間

は①②とも19:30～21:00。

日程
と
対象

①６月27日(土)…小学生と保護者が対象 
②７月４日(土)…どなたでも(中学生以下
は保護者同伴で)

山内松原地区(現地集合･解散)会場

６月８日(月)8:30から
環境総務課☎(863)6862

申し
込み

犬の成長･行動の特徴、しつけの基本、接し

方の実技を、模範演技を交えて指導します。

個別相談にも応じます。

南極の氷を触る体験や南極クイズ、講話のほ

か、｢南極の氷で乾杯(先着30人。当日10:15か

ら受け付け)｣を行います。無料。直接会場へ。

・鹿嶋船が集合して太鼓の競演！

・大森山動物園による移動動物園

・秋田公立美術大学の学生団体、栗田養護学校、新屋

商店会の協力による飲み物などの提供　など

新政酒造跡地(新屋表町)でPRイベント開催！　

子犬のしつけ方 パピー教室

南極の自然に親しもう

親子環境教室

６月27日(土)10:30～12:00
自然科学学習館(アルヴェ４階)

申し
込み

往復はがきかEメールに、住所、氏名(ふ

りがな)、電話番号、参加希望人数、希

望時間、犬同伴の有無、犬の種類･名前･

性別･月齢･相談内容を書いて、６月24

日(水)(必着)まで、〒010-0976 八橋南

一丁目8-3 衛生検査課｢パピー教室｣係 

Eメール ro-hlex@city.akita.akita.jp

問い合わせu☎(883)1182

定員
犬同伴は抽選で15組。

飼い主のみは制限なし

会場 市保健所大会議室(八橋)

日時

対象

市内在住の犬の飼い主。同伴できる犬

は生後４～10か月程度で、市に犬の登

録をしていて平成27年度の狂犬病予防

注射を受けている飼い犬

７月４日(土)の9:30～12:00

または13:00～15:30

コース

総合環境センターのメガソーラー

◆個人向け施設見学会

新政酒造跡地活用推進協議会の高橋さん
☎080-1823-8084

問い
合わせ

自然科学学習館☎(887)5330問い合わせ

広報あきた　平成27年６月５日号19
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■太極拳野外のつどい 初心者歓迎。
日時u６月14日(日)10:00～12:00　
会場uエリアなかいち･にぎわい広場
問uアスク秋田シニアスポーツクラ
ブの久米さん☎090-1371-6958
■全国障害者問題研究会･東北ブロ
ック集会 in 秋田大会 ｢新しい障害
者観とリハビリテーション｣と題した
講演など。託児の申し込みは６月10
日(水)まで。日時u６月14日(日)10:00
～17:00　会場u県社会福祉会館(旭
北)　資料代u500円　問u同研究会秋
田支部の鶴谷さん☎(839)4732
■南部地区バレーボール大会　町内
対抗の８人制(８人のうち男性は２人
まで)ビニールバレー。 対象u南部公
民館管内の町内会　日時u６月28日
(日)8:30～　会場u築山小学校体育館
参加費u１チーム2,000円
申込u６月17日(水)まで南部公民館

☎(832)2457
■秋田LL大学園 介護予防、一般教
養講座など。対象uおおむね60歳以
上で過去２年間受講していないかた
日時u６月24日(水)から12月までに
７回、10:30～15:00　会場u中央
シルバーエリア(御所野)　受講料
u3,000円　先着u100人 申込u秋田

県長寿社会振興財団☎(829)2888
■街角陶芸サロン(65歳以上が対象)
市地域保健･福祉活動推進事業。月
２回、泉地区と土崎地区で開催しま
す。時間は10:00～15:00。参加費
月500円。定員など、詳しくはお問
い合わせください。問uウェルビュ
ーいずみ☎(896)6277
■フロアカーリングあきた大会
１チーム４人まで。プレーは３人(入
れ替え可)。対象u小学生以上
日時u６月28日(日)9:00～ 会場u西
部市民SC 参加費u１チーム500円　
申込u６月20日(土)まで新屋地区体育
協会の佐々木さん☎(828)1637
■ファミリーエンジョイテニス　
対象u３～６歳(就学前)のお子さんと
保護者　日時u６月28日(日)10:00～
12:00 会場u県スポーツ科学セン
ター(八橋)　参加費u１組500円　
先着u20組40人　申込u６月14日(日)
まで日本女子テニス連盟秋田県支部
の辻さん☎(857)1032
■市民チャリティーゴルフ大会 団
体、個人の部あり。詳しくはお問い
合わせを。日時u７月10日(金)8:30
～ 会場u秋田カントリー倶楽部(新
屋町)　参加費(プレー代別)u2,500

円　定員u70人　申込u６月26日(金)
まで秋田市体育協会☎(896)5331
■日露俳句コンテスト ｢湖｣が題目
の俳句を募集します。使用言語は、
日本語、ロシア語、英語のいずれ
か。１人１句(未発表作)。
申込uはがき、FAX、Eメールのいず
れかで、住所、氏名(ふりがな)、年
齢、電話番号、俳句を書いて、６月30
日(火)まで、〒010-1606 新屋寿町
4-38 秋田国際俳句･川柳･短歌ネッ
トワーク事務局 蛭田秀法さん
☎･FAX(824)2188
Eメール shhiruta@nifty.com
ホームページ http://akitahaiku.com/
■ホストファミリー募集 県内で学
ぶ外国出身の学生と交流する｢あき
たのファミリー｣に参加できるご家
庭を募集しています。問u秋田県国
際交流協会☎(893)5499
■戦没者遺児による慰霊友好親善事業
先の大戦の際、海外で亡くなった戦
没者の遺児を対象に、旧戦域(中国、
東南アジア方面ほか)での慰霊追悼と
現地のかたとの友好親善を実施して
います。訪問時期など、詳しくはお
問い合わせください。問u日本遺族
会事務局☎03-3261-5521

65歳以上のかたが対象です。時間は10:00～12:00。無料。直接会場へ。いきいきサロン
■ADL体操 動きやすい服装でどうぞ。日時u６月10日(水)　会場u八橋老人いこいの家☎(862)6025

■秋田民謡手踊り教室　日時u６月11日(木) 会場u飯島老人いこいの家☎(845)3692

日時u７月３日(金)9:30～13:30　会場u市保健センター(八橋)　定員u18人

申込u６月８日(月)8:30から保健予防課栄養担当☎(883)1178

ABS こんにちは秋田市から

月・水曜日　15:50～

水曜日　22:54～

６/21(日)11:40～11:55 ●泉･手形を文化財マップを手にまちあるき

AAB いきいき秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
　
　
　

AKT こんばんは秋田市から

エフエム秋田  秋田市マンデー555
ABSラジオ  秋田市今週のいちネタ

毎週月曜日　17:55～

毎週火曜日　10:30～ ］

金曜日　11:25～
土曜日　11:40～
日曜日　11:55～

＊番組内容は、変更になる場合があります。
＊５分間テレビ番組は秋田ケーブルテレビでも放送しています。

６/５(金)

わがまち大好き秋田市長です(月１回)

●各種検診を受けましょう
●個人向け施設見学会の
参加者募集

６/10(水)

６/12(金)

６/17(水)
▼

ABS

▼

ラ
ジ
オ

放送日程は広報広聴課へ
☎(866)2034

エフエム椿台  午後スタ 毎週水曜日　14:00～

●見えてきた！新庁舎
●秋田市ほっと情報

●プレイバック･東北六魂祭 2015 秋田
●赤れんが郷土館コレクション展

＊スペースの都合などにより、「情報チャンネルa」に掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。

男性のための
食生活講座

65歳以上の男性が対象。高齢期の食生活とお口の健康の講話、料理初心者向

けの調理実習。無料。定員を超えた場合、今年度初参加のかたを優先します。

建
設
中
の
新
庁
舎
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雄和出身の俳人･石井露
ろ

月
げつ

の功績を
称え、９月19日(土)に秋田県生涯学
習センターで行う｢石井露月顕彰 全
国俳句大会･第58回秋田市短詩型大
会｣の作品を募集します(部門は一
般、大学、小･中･高校生の部)。
募集作品u①俳句…１人２句まで(小･
中･高校生は１人１句) ②短歌…１人
２首まで(小･中･高校生は１人１首)
③詩…１人１編(400字詰め原稿用
紙２枚以内) ④川柳…１人２句まで
(小･中･高校生は１人１句)　
参加費u1,000円(大学生以下は無料)
申込u作品と参加費(小為替か現金書
留)を一緒に７月10日(金)までお送り
ください。俳句･短歌･川柳は所定の
投稿用紙があります。ほくとライブ
ラリー雄和図書館またはホームペー
ジから入手してください。
〒010-1223雄和妙法字上大部48-1 
ほくとライブラリー雄和図書館
｢石井露月顕彰全国俳句大会･秋田市
短詩型大会｣係☎(886)2853
http://www.city.akita.akita.jp/city/ed/yl/

■いのちの総合相談会 弁護士や臨
床心理士などの専門家と、自殺防止
民間団体が相談に応じます。秘密は
厳守します。日程u６月23日(火)～
27日(土)、７月21日(火)～25日(土)、
８月18日(火)～22日(土)、９月22日
(火)～26日(土)、10月20日(火)～24
日(土)、11月24日(火)～28日(土)、
12月15日(火)～19日(土)、１月19日
(火)～23日(土)、２月23日(火)～27日
(土)、３月15日(火)～19日(土) 時間
u10:00～17:00　会場u協働大町ビ
ル３階(大町三丁目)　申込uNPO法人
蜘蛛
く も

の糸☎(853)9759
■行政と暮らしの困りごと相談所
借金や登記、行政などに対する相
談。弁護士、司法書士、税理士への
相談は要予約(定員各８人)。
日時u６月13日(土)13:00～16:00　
会場uアルヴェ１階きらめき広場　

申込u６月８日(月)9:00から秋田行政
評価事務所☎(823)1100
■法律相談 法律、相続などの相談
に、長谷川 康弁護士が応じます。
日時u６月15日(月)10:00～12:00　
会場u市老人福祉センター(八橋)　先
着u６人　申込u６月８日(月)10:00
から市社協ふれあい福祉相談センタ
ー☎(863)6006(電話のみ)
■精神障がい者家族相談
日時u６月19日(金)10:00～15:00　
会場u市老人福祉センター２階和室
(八橋)　問uNPO法人秋田けやき会

☎(833)1580
■害虫相談所 害虫防除の相談や資
料･標本の展示など。日時u６月20日
(土)10:00～16:00　会場u秋田駅ぽ
ぽろーど 問u秋田県ペストコント
ロール協会☎(832)6654
■障がい児者総合相談会 就職や生
活の相談。日時u６月21日(日)13:30
～16:00　会場u遊学舎(上北手)　
問uウェルビューいずみ障害者就業･
生活支援センター☎(896)7088

■若者の語り場 日頃の悩みを話し
合い、ストレスや不安を軽減しま
す。対象u39歳以下のかた　日時u６
月13日(土)15:00～17:00　会場u

にぎわい交流館４階研修室６　参加
費u500円　問uNPO目的のある旅代
表の草野さん☎080-3088-7506
■在宅介護者のつどい 介護上の悩
みなどを語り合います。日時u６月
15日(月)13:30～15:00　会場u市
保健センター(八橋)　問uつどい代表
の小野さん☎090-9037-4482
■うつ病患者の家族の会
日時u６月19日(金)10:00～12:00　
会場uジョイナス(千秋)　問uファミ
リーサポート桜の会☎(845)8079
■遺族の集い･コスモスの会 大切
な人の突然死による苦しみなどを分
かち合います。個人ケアも。日時u

６月20日(土)13:00～16:00(個人ケ
アは15:20～) 会場u県社会福祉会
館(旭北)　お茶代u300円　
申込u６月19日(金)まで秋田グリーフ
ケア研究会☎080-5000-8706
■認知症の人と家族のつどい 悩み
や思いを語り合います。日時u６月

21日(日)13:30～15:30　会場uジ
ョイナス(千秋)　問u認知症の人と家
族の会秋田県支部☎(866)0391

日時 u６月12日(金)･19日(金)･26日
(金)、19:00～20:45
会場u南部公民館　先着u20人　
申込u６月８日(月)9:00から南部公民
館☎(832)2457

対象は19歳以上(②③は女性)。いず
れも７月10日 (金 )･17日 (金 )･24日
(金)･31日(金)、サンライフ秋田で。
申し込みは６月20日(土)10:00か
ら。☎(863)1391
①アクアリラックス 時間u9:15～
10:30 受講料u3,090円 定員u25人
②ピラティス　時間u13:00～14:15
受講料u3,850円　定員u17人
③ピラティス･夜コース 時間u18:30
～19:45 受講料u3,850円　定員
u20人

日時u６月25日(木)9:30～11:30
会場u雄和体育館　先着u20人
申込u６月８日(月)9:00から雄和市民
SC生涯学習担当☎(886)5540

■Womanエクササイズ　
対象u20～40歳代女性　日時u６月
９日(火)･23日(火)、10:00～11:00　
会場u茨島体育館　参加費u各500円　
先着u各30人　申込uNPO法人スポ
ーツクラブあきた☎(828)8676
■合気道体験教室　対象u小学生以
上　日時u６月10日(水)･12日(金)･17
日(水)･19日(金)･24日(水)･26日(金)、
18:30～20:00 会場u県立武道館
申込u秋田県合気道連盟の平塚さん

☎090-4630-7580
■こころの集まる場｢かめタイム｣
精神病について考えるワークショッ
プです。日時u６月13日(土)13:30～
16:30　会場uジョイナス(千秋)　
参加費u100円　定員u15人
申込u精神障がい者サポート｢まいぺ
ーす｣の菊池さん

☎080-1652-4565

情報チャンネルa
■文中｢SC｣はサービスセンターの略です。

・料金の記載がないものは無料です
・申込方法がないものは直接会場へ
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に集合してバスで移動)　参加費u１
組2,000円、保険料１人40円　
先着u10組　申込u６月８日(月)9:00
から河辺市民SC☎(882)5171
■チャレンジ家族｢鳥海山桑ノ木台
湿原トレッキング｣ 対象u小･中学
生の親子 日時u６月21日(日)7:45
～15:00　集合u北部市民SC(バスで
移動)　参加費u１組500円　
先着u10組　申込u６月９日(火)9:00
から北部市民SC☎(893)5969

植物･野鳥などを観察しながら秋田
城跡史跡を歩きます。先着15人。
日時u６月20日(土)9:00～11:00　
会場u秋田城跡史跡公園(寺内)
申込u６月８日(月)8:30から秋田城跡
調査事務所☎(845)1837

■秋田県森の案内人協議会｢八幡平森
林セラピーロードでリフレッシュ｣
蒸
ふけ

ノ湯で入浴も。日時u６月19日
(金)6:30～18:00　集合u河辺のプラ
ザクリプトン(バスで移動)　参加費
u4,000円(入浴料別)　先着u40人　
申込uプラザクリプトン☎(882)5009
■清掃登山 ①秋田駒ケ岳(国見)u６
月21日(日) ②森吉山u７月５日(日)
③鳥海山u７月19日(日)　集合u5:00
に秋田市役所臨時駐車場　参加費u各
500円　申込u秋田清掃登山連絡協議
会の大山さん☎080-1654-5240
■秋田県山岳連盟の森吉山登山
日時u６月28日(日)6:00～19:00　
集合u秋田県庁前(バスで移動)
参加費u5,000円(小学生以下4,000
円)　先着 u20人 申込 uはがきか
FAX、Eメールで、〒010-1421 仁
井田本町四丁目5-35 藤原健一さん
☎090-8784-2963･FAX(839)3200
Eメール fuji-ken2@mint.odn.ne.jp
■太平山登山にチャレンジ K2(世
界第２位の高峰)に日本人女性として
初登頂し、現在フォトグラファーと
して活躍する小松由佳さん(秋田市出
身)と一緒に登ります。 荒天時は中
止。対象u小学５年以上(小学生は保
護者同伴)　日時u７月20日(月)6:50
～18:15(秋田駅東口で集合･解散。
バスで移動)　参加費u3,900円、中

学生以下2,900円(軽食代、ザ･ブー
ン入浴料など含む)　先着 u40人
申込u６月９日(火)9:00から７月５日
(日)17:00まで太平山観光開発(株)

☎(827)2001

葉の繊維質が多いゾウの
フンを使って｢ゾウさん
ペーパー｣を作ります。
日時u６月21日(日)13:30～14:30　
会場u大森山動物園　入園料u720円
(高校生以下無料)　定員u20組(抽選)　
申込u６月12日(金)まで大森山動物園

☎(828)5508

■春バラ観賞会 日時u６月６日(土)･
７日(日)、10:00～15:00　会場u遊
学舎(上北手)　問uあきたバラ愛好会
の鈴木さん☎090-5839-9959
■未来まちづくるくるくるワークショップ
NPO法人新屋参画屋主催のまちづく
りワークショップ。詳しくはお問い合
わせください。対象u15歳以上で過
去、現在、未来いずれかで新屋に関
係があるかた　日時u６月７日(日)･28
日(日)、７月26日(日)、９月27日(日)、
13:30～16:30 会場u西部市民SC
問･申込u同実行委員会の田村さん
☎(838)0349(平日9:00～18:00)
■山本萌 白

しら

榊
さか

ケイ ワークショップ
と舞踏公演 市文化振興助成事業。
秋田市出身の舞踏家･土方

ひじか た

巽
たつみ

の没後
30周年プレイベント。日時u６月７
日(日)11:00～15:30　会場u旧金子
家住宅(大町)　入場料u1,000円　
問u土方巽記念秋田舞踏会実行委員
会☎(864)1179
■土崎みなとふくまつり　おいしい
ふぐ料理を、土崎地区の飲食店９店
舗で特別価格で提供します。詳しく
はお問い合わせください。
期間u６月８日(月)から13日(土)まで
問uみなと土崎ふぐの町活性化協議
会(海の宝箱)☎(827)5607
■オープンガーデン秋田 庭作りが
趣味のかたの庭を、６月10日(水)か
ら14日(日)まで公開します。場所な
ど、詳しくはお問い合わせください。
問uオープンガーデン秋田の会の三
浦さん☎(868)3380

■森林(もり)の市 木工品の展示販
売やクラフト作成、苗木プレゼント
など。日時u６月13日(土)10:00～
14:00　会場uアゴラ広場、仲小路
問u東北森林管理局☎(836)2214
■さつき花季展示会 日時u６月14日
(日)から16日(火)まで、9:00～17:00　
会場u北部市民SC 問u秋田市さつき
愛好会の村上さん☎(845)5854
■マンドリン音楽祭　日時u６月14
日(日)14:00～　会場uアトリオン音
楽ホール 入場料u1,000円(高校生
以下500円)　問u実行委員会事務局
の鶴田さん☎090-3644-6416
■明徳館こんわ会セミナー･石井露月
雄和出身の俳人･石井露月の生涯をた
どります。日時u６月17日(水)10:00
～12:00 会場uほくとライブラリー
明徳館(中央図書館明徳館)　申込u同
会事務局の宮田さん☎(831)4072
■マイナンバー制度セミナー 秋田
北法人会と秋田南法人会の共催。日
時u６月18日(木)14:00～16:00 会
場uユースパル(寺内) テキスト代な
ど u1,000円(非会員は2,000円）
定員u70人　申込u６月12日(金)まで
(公社)秋田北法人会☎(845)8078
■赤十字･愛の芸能祭
民謡、舞踊など。日時u６月21日
(日)12:00～ 会場u県民会館(千秋)　
入場料u1,000円　問u日本赤十字社
秋田県支部☎(864)2731
■ウェスターファミリーコンサート　
出演はジャズユニット｢ハッピート
コ｣。日時 u６月21日(日)13:30～
15:00 会場u西部市民SC１階　
問u西部地域住民自治協議会(西部市
民SC内)☎(828)4217
■三曲演奏会 箏や尺八など。日時
u６月21日(日)14:00～　会場uアト
リオン音楽ホール 入場料u1,000
円(高校生以下無料)　問u秋田県三曲
連盟の金さん☎(866)2605
■被爆ピアノ朗読コンサートの群読
参加者を募集 ９月27日(日)に県児
童会館で開催する、広島で被爆し復
元されたピアノを使った朗読コンサ
ートで群読するかたを募集します。
対象は小学1年生以上。詳しくはお
問い合わせください。
申込u６月20日(土)まで同実行委員会
の安倍さん☎080-1835-8087
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■おやこものづくり教室･紙コプタ
ー作り 対象u小学生以上とその保護
者 日時 u６月20日 (土 )13:00～
14:30　会場uアルヴェ 先着u20人
申込u６月９日(火)16:00から自然科
学学習館☎(887)5330(月曜休館）
■親子｢ガラスボトルクラフト｣教室
空きびんを熱で変形させて、花びん
や小物入れを作ります。対象u小学
３年生以上の親子 日時u６月27日
(土)9:30～11:30　会場u雄和市民
SC 先着u８組　申込u６月８日(月)
9:00から雄和市民SC☎(886)5540
■草木染め教室　身近な草木でスト
ールなどを染めます。日時u６月25
日(木)13:30～15:30　会場u北部公
民館　材料費u1,600円　先着u20人
申込u６月８日(月)9:00から北部公民
館☎(873)4839
■キラキラビーズでおしゃれなしお
り作り　対象u39歳以下のかた　
日時u６月30日(火)19:00～20:30　
会場uサンパル秋田(文化会館内)　
材料費u1,000円　先着u８人　
申込u６月８日(月)12:00から勤労青
少年ホーム☎(824)5378

卸売市場で取り扱う果物と野菜の試
食会など。定員25人(抽選)。
対象u20歳以上(未就学児の同伴は不
可)　日時u６月下旬から３月までに
12回(原則平日)、10:00～12:00　
会場u市卸売市場管理棟(外旭川)
申込uはがきに催し名、住所、氏名、性
別、年齢、電話番号を書いて、６月９
日(火)(必着)まで、〒010-0802 外旭
川字待合28 秋印秋田中央青果
(株)☎(869)7222(9:00～14:00)

時間は10:00～13:00(⑥のみ18:30
～20:30)。会場と申し込みは６月
８日(月)10:00から秋田テルサへ。

☎(826)1800
＊開催日(いずれも７月)、材料費、

定員の順で記載しています。
①パウンドケーキほかu２日(木)、
2,160円、12人　②ナス料理u６日
(月)、2,160円、20人　③笹餅、雲
平u８日(水)、2,160円、16人　④寒
天料理u10日(金)、2,160円、20人
⑤男子厨房に入る･明太子チーズオム
レツu11日(土)、1,500円、12人　⑥
ブルーベリーパイu22日(水)、2,500
円、12人 ⑦夏の洋風おもてなし
u24日(金)、2,160円、20人　⑧親子
クッキング･ホットドックu29日(水)、
1,950円、12組　⑨夏の和風おもて
なしu31日(金)、2,160円、20人

高校生以上が対象です。水彩絵の具
や色鉛筆などの描画材料について解
説します。用具の使い方体験も。
日時u６月12日(金)18:00～19:30　
会場u秋田公立美術大学　定員u15人　
申込uアトリエももさだ

☎(888)8137(月曜休館)

｢温泉×地域～湯治場から考える地域
コミュニティ｣と題して、鹿角市･銭
川温泉の後継者の阿部湖十恵

こ と え

さんが
話します。定員25人。
日時u６月24日(水)18:30～20:30
会場uアルヴェ３階市民交流サロン
申込u６月23日(火)19:00まで市民交
流サロン☎(887)5312

｢秋田藩町触集｣などの資料から、当
時の武士と町方について学びます。
日時u６月18日(木)、７月２日(木)･９
日(木)･16日(木)、13:30～15:30
会場uほくとライブラリー明徳館
資料代u510円　先着u30人　
申込u６月８日(月)9:00から佐竹史料
館☎(832)7892

会場はサンパル秋田(文化会館内)。
申し込みは、６月８日(月)から女性学
習センターへ。☎(824)7764
■IT講習･エクセル初級 対象u講習を
再就職･社会活動に活かすかた　日時
u６月16日 (火 )･17日 (水 )、10:00～
15:00 受講料u1,500円 先着u10人

■コミュニケーションカフェ 自分
も相手も大切にして上手に自分の気
持ちを伝える｢アサーティブ｣を学び
ます。日時u６月20日(土)13:30～
15:00　お茶代u100円 定員u20人
■ワークライフセミナー･健康と医
学コース 明日の元気を取り戻す、
心の健康など。日時u６月25日(木)、
７月２日 (木 )･９日 (木 )･16日 (木 )、
18:30～20:00　定員u20人　
■再就職応援講座｢ファイナンシャ
ル･プランニング技能士資格試験の
ポイント｣ 指定のテキスト(有料)を
各自準備。日時u６月25日(木)、７月
２日(木)･９日(木)･16日(木)･23日(木)、
10:00～12:00　定員u20人

■会場が東部公民館 日時u６月14
日(日)9:00～12:00　先着u20人
申込u６月６日(土)から城東消防署広
面出張所☎(832)2736
■会場が土崎消防署 対象u中学生以
上　日時u６月28日(日)9:00～12:00
先着u10人　申込u６月７日(日)から
土崎消防署☎(845)0285

■声楽入門講座･歌は人生を楽しく
する～声の出し方、歌い方のヒント
日時u６月13日(土)13:30～15:30　
会場u秋田大学60周年記念ホール(手
形) 定員u100人 申込u秋田大学地
域創生課☎(889)2270
■ガーデニングスクール～ハーブの
育て方 日時u６月19日(金)10:00～
11:00 会場u一つ森公園コミュニ
ティ体育館　参加費u500円　先着
u30人　申込u６月８日(月)9:00から
秋田市総合振興公社☎(829)0221

■親子農業体験ふるさと塾 対象u全
日程参加できる小学生の親子 日時u

６月20日(土)、８月１日(土)、９月12
日(土)、10月31日(土)、9:00～12:00
会場u河辺岩見三内地区(河辺市民SC

・料金の記載がないものは無料です
・申込方法がないものは直接会場へ

講　座
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大公開講
だ い こ う か い こ う

座
ざ

描
びょう

画
が

材
ざい

料
りょう

いろいろ

ボランティア･NPO支
し

援講
えんこう

座
ざ

学
が く

習
しゅう

講
こ う

座
ざ

近
きん

世
せい

の武士
ぶ し

と町方
まちかた

の生活
せいかつ

消
しょう

防署
ぼうしょ

の救
きゅう

命講
めいこう

習
しゅう

会
かい

県
けん

内産
ないさん

旬
しゅん

の果物
くだもの

･野
や

菜
さい

クラブ

テルサの料
りょう

理
り

教
きょう

室
しつ

(７月)

みんなの掲
けい

示
じ

板
ばん

①

親
おや

子
こ

で自
し

然
ぜん

に親
した

しもう
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市内外のイベントなどで、観光PRのお手伝
いをする平成27年度｢あきた観光レディ－｣が決
定しました。新たに３人を加えたこの６人が、
すてきな笑顔で秋田をどんどんPRします♪

あ
き
た
観
光
レ
デ
ィ
ー
が

決
定
し
ま
し
た
！

かつて江戸時代に｢北前船｣の寄港地として栄えた秋田
市と山形県酒田市は、その歴史的な繋がりなどを背景に、
５月19日、｢交流提携書｣を取り交わしました。
当日はこれを記念し、地元で400年続く｢酒田まつり

宵祭り｣に竿燈が招待されたほか、この夏には、秋田港
海の祭典に酒田の祭りの山車

だ し

(大獅子･仔獅子)が出演、
また｢黒森歌舞伎｣秋田公演を行うなど、今後、観光、文
化、教育、産業などの分野で交流を深めていくこととし
ています。企画調整課にぎわい創出担当☎(866)2156

カメラトピックス

(左から)片村絵里さん、栗原茉莉子さん、石井玲那さん、仁井

田 薫さん、馬場真沙子さん、北川楓夏さん。左側が今回選ば

れた３人、右３人は２年目です

uあきた観光レディーがおばこ姿で秋田蕗を刈

り取る恒例の｢蕗刈り撮影会｣を、６月６日

(土)7:00～8:00、秋田南大橋たもと(御野場

側)の蕗畑で行います。会場付近に立つ白いの

ぼりと職員の誘導に従ってお越しください。

秋田観光コンベンション協会☎(824)8686

｢北前船｣の縁で酒田市と交流提携

左の写真は、酒田市役所で行われた交流提携書調印式で。

左から秋田商工会議所･木村 繁 副会頭、穂積 志
もとむ

秋田市長、

本間正巳 酒田市長、酒田商工会議所･弦巻
つるまき

伸 副会頭。右は

酒田まつり宵祭りで披露された、竿燈の演技
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